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@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　 　 　　屯　　 一
hl［F6dるric］voyagea，　il　connut　la　m61ancolie　des　paquebots，1es　froids　r6veils　sous
la　tente，1’6tourdissement　des　paysages　et　des　ruines，　ramert㎜e　des　sympathies　inter・
rompues．
（彼［フレデリック］は旅行した，客船の憂轡や，テントの下の寒い目覚めや，目の眩む
風景と廃嘘や，中断された友情の苦さを知った。）
ここで動詞comut（connaitre）の直接目的補語として4つの名詞句が列挙されているが，最後の
ものにetを付けていないのは「偉大なリズム」を重視したからだとプルーストは言う。リズムの
問題もたしかにあるだろうが，もしetを置いたとしたらフレデリックの経験内容がそれに尽きる
ことになり，網羅的になってしまう。etを省くことによって経験内容が非網羅的となり，フレデ
リックの生涯が例示されたことがらを越えて広がっていくのである。．
プルーストのフローべrル模作には，こうしたetの省略がいくつか見られる。
　　　　　　’
A　　Mais　i1［1’avocat　de　Lemoine］avait　un　accent　m6ridional，　faisait　appel　aux　passions
96n6reuses，6tait　a　tout　moment　son　lorgnorL
（けれども彼［ルモワーヌの弁護士］は南仏託りがあり，寛大な情熱に訴えかけ，・しきり
に鼻眼鏡を外した。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
Il［1’avocat　de　Wemer］avait　la　mine　arrogante　et　retorse，　une　610quence　de
commi評voyageur，　des　pr6tentions　au　latin［，．．L　3．　　・　　・㌧
（彼［ワーナーの弁護士］には高慢で狡猜な顔つき，出張販売員のような雄弁，ラテン語
自慢があった。）［第1草稿］。　　　、，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
ｱれら2つの例において，列挙の最終項にetを用いていないのが見られる。プルーストの新味
は，その最終項に，位相の異なる要素（鼻眼鏡，ラテン語自慢）を置いて，あえてコミックな感
じを出している点であろう。
4．勤詞の半過去時制
プルーストは「文体論」の中で，動詞の時制がフローべ一ルの「主観主義」を支える一要素で
あると主張している。「引き延ばされる状態は半過去によって示される。『感情教育」の第2ペー
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ジ目は［……］ある変化，行為一一般に動作主が物であるような行為一が起こるときを除い
て，全体が半過去で書かれている。」フローべ一ルほどこの「永遠の半過去」を巧みに使った作家
はいない，とプルーストは考える。この半過去が主要な時制となっているからこそ，単純過去や
現在分詞が生きてくるのだと言う。
ティボーデもまた，フローべ一ルの半過去に注意を促している。「フローべ一ルが常用する時制
は半過去で，これはマルセル・プルーストが永遠の半過去と呼ぷものである。フローベールがは
じめてこれを叙述の部分において多用し，しかも時の継続性というその本性に応じた使い方をし
たのだが，それにしてもこれはけっしてよく吟味した文法的な言葉ではない。それは，この半過
去が，彼の小説の観念と同質のものであり，さらにはまた『ボヴァリー夫人」の《レアリスム》が小
説にもたらした新しさと同質のものであって，生命の生地そのものとその継続性をあらわしてい
るからだ。ことにまた半過去は場面を重ねてゆく構成法と不可分のものであり，フローべ一ルの
小説の大部分を作り上げている場面に固有の時制である。」
プルーストはフローべ一ルの模作において，基調を半過去に置き，そこに単純過去をちりばめ
ることによって，静的な描写に動きを与えている。例えば第1草稿の冒頭は次のとおりである。
L’avocat　g6n6ral　parlait　depuis　le　d6but　de　1’audience［，］　1’atmosph6re　devenait
irrespirable，　trois　heures　sonn6rent；un　pigeon　sur　le　rebord　de　la　fenetre　s’envola　［＿］
（次席検事は法廷開始以来話し続けていた，空気は息苦しくなり，3時の鐘が鳴った。窓
の縁にいる鳩が1羽飛び立った｛……］）
3時の時報と鳩のはばたきが単純過去で示されているのに対し，検事の話し声と周囲の空気の方
は半過去により，継続的な背景描写を構成している。フローベールにおいては，後にモーパッサ
ンが使いこなし，プルーストが継承するようないわゆる「断絶の半過去」imparfait　de　rupture蓋3｝
はほとんど現れていない。また半過去と関わりの深い自由間接話法については，後述することに
する。
@　　　　　　　∫
5．現在分詞の導入
半過去の問題は，必然的に他の時制の問題へと波及する。。プルーストは中でも現在分詞との組
合せに着目している。「しばしば半過去から完全過去（単純過去）への移行は現在分詞によって示
されるが，この現在分詞は行為がなされる仕方，あるいは行為がなされる瞬間を指示している。」
プルーストは「文体論」の中でこのように述べて，「感情教育」冒頭から引いた例をあげている。
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦
@　　　Il［Fr6d6ric］contemplait　des　clochers，　etc．　et　bientδt，勘廊4勧απ爵s朋ちil　poussa
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　　　　　　●浮氏@groS　souplr・
（彼［フレデリック］は鐘楼を眺めていた［…］そしてまもなく，パリが消え去り，彼は
深い溜め息をついた。）
プルーストは模作の中でこれとほぼ同じ統辞法構造の文を組み立てている。
［＿］les　malins　se　plaignaient　a　haute　voix　du　manque　d’air，　et，　quelqu’unの伽’露
r㏄oma盆tre　le　ministre　de　rint6rieur　dans　un　monsieur　qui　sortait，　un　r6actiomaire
soupira：‘‘Pauvre　France！”　　　　　　　　　　　　　　・
（意地悪い連中は声高に息苦しいとこぼしていた。そして，誰かが、今出ていく紳士はた
しかに内務大臣だというと，ある反動家は溜め息をついた。「哀れなフランス！」）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
ｼ過去（se　pla量gnaient）→現在分詞複合形（ayant　dit）→単純過去（soupira）という動詞の移
行形態は，静的な描写から始めてある事件，出来事の叙述へと到ることを示している。接続詞と
現在分詞によって節を切らずに続けるのは，一連の流れを強調するためであろう。
　　　　　　　　　　、
U．比喩の使用
プルーストは「文体論」においてフローべ一ルの「文法的な美しさ」を分析する前に，この小
説家が隠喩を苦手にしていたと断言している。「その理由をここで説明しようとするとあまりに長
くなるが，私が思うに隠喩（メタフォール）だけが文体に一種の永遠性を与えることができる。
そしてフローべ一ル全体の中に，美しい隠喩はおそらく1つもない。そればかりか，彼の比喩（イ
マージュ）は通常あまりにも弱々しいので，彼のもっとも取るに足りない登場人物たちでも見つ
けられそうな比喩よりましなものはほとんどないぐらいなのだ。［……］彼はもっとも完全な作品
において，明らかに魅惑的であると信じたやり方でジュリアンの城の静寂を言い表そうとして，
〈衣擦れの音か溜め息のこだまでも聞こえるほどだった〉と言う。［……］ここにはバルザックや
ルナンの描写と違って，悪いところは1つもないし，ちぐはぐな，あるいは不快な，また滑稽な
ことは何1つない。ただ，フローべ一ルの助けを借りなくても，例えばフレデリック・モローの
ような男でも，それぐらいのことはおそらく言えたことだろう14）。」ティボーデはプルーストより
寛大に考えている。彼によれば，書簡において自然に書かれたイマージュの方が，小説の中より
も独創的だと言う。作品としては『ボヴァリ→夫人」がもっとも豊富な比喩に満ちているが，そ
れも一種の後ろめたさをもって書かれているのだ，とする。そしてフローべ一ルの努力は，こう
した比喩を次第に削ぎ落とす方向に向かったのだと結論付けている。
ではフローべ一ルの模作の中でプルーストはどんな比喩を使ったのだろうか。
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　　　　　　　　　　5
P1［1’avocat　de　Werner］　［．．．］s’effondrait　dans　une　r6v6rence　si　profonde　qu’on
aurait　dit　une　jeune五11e　devant　un　roi，　un　diacre　quittant　1’aute1．
（彼［ワーナーの弁護士］は［……］あまりに深々と敬礼したので，まるで国王の前に出
た若い娘か，それとも祭壇を離れる助祭のようだった。）
Et　ses　p6riodes　se　succ6daient　sans　interruption，　comme　les　eaux　d’une　cascade，
comme　un　ruban　qu’on　d6roule．
（そして彼の文章は切れ目なく続いた，滝の水のように，ほどけるリボンのように。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
［＿］1a　batiste　de　son　corsage　［de　N　athalie］palpitait，　comme　une　herbe　au　bord
d’une　fontaine　prete　a　sourdre，　comme　le　plumage　d’un　pigeon　qui　va　s’envoler．
（彼女［ナタリー］の胸着のリネン地が，湧きだそうとする泉のほとりの草のように，飛
ぴ立とうとする鳩の羽毛のように，鼓動していた。）
これらの文章には，それぞれ2つの直喩が並列されて現れているが，プルーストの皮肉は明らか
である。「国王の前に出た娘のように深々と礼をする」とか「滝の水のように文章が続く」といっ
た表現は比喩として正確ではあるが，独創性を欠いた平凡なものであるから。
このことを確かめるために，フローべ一ルの作品に現れた比喩（大半はcommeに先立たれた
直喩）を検討してみよう♂「ボヴァリー夫人』の中で結婚式の祭列が緑の麦畑を進んでいくとき，
最初は「ただ一本の色スカーフのように」comme　une　seule　6charpe　de　couleur整然としてい
る。結婚式が終わって帰っていくエンマの父のルオーは，「家具を取り去った家のように」comme
une　maison　d6meub16e寂しい気持になる。エンマとレオンが乳母の家からヨンヴィルに戻って
くる途中，川に垂れ下がった丈の長い草が「ほぐした緑の髪のように」comme　des　chevelures
vertes　abandonn6es広がっている。祭列をスカーフに，寂しい気持ちをがらんとした家に，草を
髪にたとえることは，やはり紋切り型の比喩と言うべきであろう。
エンマよりも平凡な想像力しかもたない人物が主人公となっている「感情教育』には，比喩が
非常に少ない。フレデリックが始めてロザネットの家に連れて行かれてプードワール（閨房）に
入り込んだとき，「あたりに広がったとてつもなく大きな接吻のような女たちの柔らかい香り」
les　molles　senteurs　de　femmes，　qui　circulaient　comme　un　immense　baiser　6panduを吸い込む。
アルヌー夫人に約束を反故にされ，彼はもう夫人を思い切ろうと心に誓う。「そしてまるで大風に
吹き飛ばされる木の葉のように，彼の恋は消えた。」et，　comme　un　feuillage　emport6　par　un
　　　　　　　　　　　　　　　σ盾浮窒≠№≠氏C　son amour　dispanlt．フレデリックがロザネットといっしょに出かけたフォンテーヌプ’
ロー宮殿の年を経た匂いは，「ミイラの匂いのように陰気で感覚をなくさせるよう」　engourdis一
sante　et　funebre　comme㎞parfum　de　momieだったし，フランシャールの森で彼らの馬車は
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノu芝の上を檎のようにすべった。」glissait　comme　un　traineau　sur　le　gazonこれらの比喩に共
通するのは，主人公の想像力がかき立てられるような場面に現れることであり，また比喩の対象
が意外性，独創性に乏しいことである。女性の香りが接吻に，消える恋が木の葉に，馬車が橘に
たとえられるのはまさに紋切り型である。けれどもフローべ一ルはあえてこのような比喩を使っ
たのであろう。フレデリックの想像力と感受性はその程度のものとして設定されているからだ。
『ボヴァリー夫人」の方にはもう少し凝った比喩が現れる。エンマがロドルフと最後の逢引き
をした夜，川面に映える月の光は「光る鱗に覆われた頭のない蛇のように」ala　maniさre　d’un
serpent　sans　tete　couvert　d’6cailles　lumineuses見え，「それはまた溶けたダイヤモンドの雫が滴
る何か怪物のような枝付燭台にも似ていた。」Cela　ressemblait　aussi　a　quelque　monstrueux
cand61abre，　d’oO　ruisselaient，　tout　du　lo㎎，　des　gouttes　de　diamant　en　fusion．次の例も長い比
喩である。レオンが去ったあと，エンマは彼に対する思慕の念にとらわれるが，その一節はティ
ボーデが，「おそちくこれまで書かれたフランス語の比喩のうち，もっとも長く，辛苦の結晶とも
思える」と評したものである。その前半は次のとおりである。
i1［Ie　souvenir　de　L60n］fut　comme　le　centre　de　son　emui；il　y　p6tillait　plus　fort
que，　dans　un　steppe　de　Russie，　un　feu　de　voyageurs，　abandonn6　sur　la　neige．　Elle　se
・　pr6cipitait　vers　lui，　elle　se　blottissait　contre，　e11e　remuait　d61icatement　ce　foyer　pr6s　de
s’6teindre，　elle　allait　cherchant　tout　autour　d’elle　ce　qui　pouvait　1’aviver　davantage　［．．．］
（それ［レオンの思い出］は彼女の悩みの中心になった。それはロシアの荒野の雪のうえ
，　に旅人が捨てていった焚き火よりももっと強く，悩みの中でぱちぱちとはぜていた。彼女は
そこに駆け寄り，うずくまって，消えそうな火をそっとかき立て，火勢を強めるものは何か
ないかとあたりを探し回った［……］。）　　　　　　　　　　　　　　　　　’
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
このように見てくると，少なくとも『ボヴァリー夫人』において，多少なりとも念入りに細工
した比喩は，たいていの場合オメーやシャルルのような非ロマン主義的な人物に関してではなく，
エンマやレオンといった，ある種の審美眼をもった人物の視野の中に現れる。ということは，一
見中立的な語り手が話していると見えた部分も，実はそれぞれの登場人物のまなざしによって多
かれ少なかれ規定されているのであろう。だからこそ，念入りに作り上げたように見えるこれら
の比喩も，実は紋切り型に属しており（月の光をダイヤの雫や燭台にたとえたり，恋を火にたと
えたりすることは，むしろ伝統的な修辞技法に属する），けっしてプルーストにおけるように意表
を突いた独創的なイマージュとなることはない。と言うのも，これらのイマージュはエンマなり
レオンなりの審美眼と同じレヴェルにことさち置かれているからである。このことは，シャルル・
ブリュノーが「フローべ一ルの比喩にはレシの〈色合い〉が付いている15｝」と言っていることに通
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じる。
フローべ一ルには満足のゆく比喩がない，とプルーストが言うとき，彼は世界や物に対する見
方が自分とフローべ一ルとでははっきり異なっていることを認識していたに違いない。つまり，
フローベールは「もの」の世界を描き出すことに執心したが，プルーストは「もの」が自分の目
にどう映るかを言葉で表現しようとしたのである。・これはクールベの写実的表現とモネの印象主
義的表現の差異にもつながるものだ。
7．副詞の位置
一般にフランス語では副詞は動詞（現在形，単純過去）の後に置かれる。動詞が複合過去形の
場合は助動詞と過去分詞のあいだに置かれる。ただし語調やリズムなどの関係で，この位置はさ
まざまに変わるとされる（『ボン・ユザージュ』による）。プルーストは「文体論」においてフロ
一ベールの副詞の独特の用法に注目した。
単に文，総合文の最後ばかりでなく，1冊の書物の最後に置かれた副詞がある。（「エロデ
イアス」の最後の文はくそれ［聖ヨハネの頭］はとても重かったので，彼らはかわるがわる
運んでいった。＞Comme　elle　6tait　trさs　lourde，　ils　la　portaient　alternativement．）あまりに
も多くの間隙や空虚が入り込んでいる，虚ろとは言わないまでも非常に軽い文学への反動で，
フローベールにおいでは，ルコント・ド・リールにおいてと同様，少し重苦しいほどの堅牢
性の必要性が感じられるあだ。それにフローべ一ルの中では，副詞や副詞句などが，まるで
これらの密集した文を石で組み立てるように，どんな小さな穴も塞ぐように，もっとも醜い，
もっとも意外でもっとも重苦しい位置に置かれている16》。
こうしてプルーストは，フローペールがpeut－etre，　apr6s　tout，　cependant，　pourtant，　du　moins
などを慣例とは異なる場所に置いていることを指摘している。ティボーデもまた，おそらくプル
一ストの論考に啓発されたのであろう，副詞の位置について数ページをさいている。例えば『ボ
ヴァリー夫人』において，オメーが「お前のような奴を引き受けて，ひどく後悔しているんだ」
Je　commence　a　terriblement　me　repentir　de　m’etre　charg6　de　ta　personne．と小僧のジュスタ
ンに向かって毒づくとき，彼独特の「雄弁のすべてが言い表される」のだとする。つまり，「ひど
く」terriblementという感情的な言葉を動詞の後にではなく先に置くことによって，ジュスタン
の軽挙に対する憤慨の気持ちを強く出しているということである。だがティポーデがとりわけ注
　　　　　　　　　　　　　　　りﾚして多くの事例を集めたのは，文末に付加された副詞である。そのうちから2つだけ例をあげ
る。
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Il　dogmatisa　sur　Phidias　et　Winckelmann，610quemment．
（彼はフィディアスやヴィンケルマンについて，とうとうと独断論を展開した。）『感情教育』
Puis，　la　toile　baiss6e，　il　erra　dans　le　foyer，　solitairement．
（それから幕がおりると，彼は，ひとりで，休憩室の中を歩いた。）（同）
ティボーデが掲げているもの以外にも，次のような例をあげることができる。
1es　petits　glands　rouges　de　la　bordure　tremblaient　a　la　brise，　perp6tuellement．　一
（縁の小さな赤い房がそよ風に揺れていた，いつまでも）『感情教育』
Deux　galeries　moresques　s’6tendaient　a　droite　et　a　gauche，　parallこllement．
　　（2本のモール風回廊が左右に延びていた，平行して。）（同〉
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北
蜩_でつないで副詞を擁辞として最後に置く方法は，もともと詩の法則であって，リズムを変え
ることによって言葉を引き立てるものである。だがプルーストは模作の中にはこのような副詞を
あえて使っていない。むしろ副詞を省いて，フローベールの完結な文体を再現しようとしている
ように見える。
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
W．分割描写
写実主義的な文章では，焦点をある人物，あるオブジェに絞ることもあれば，逆に広い範囲へ
と広げることもある。フローべ一ルが群衆を描写する場合，この2つの焦点を組み合わせて，「あ
る人々は……また何人かは…一」というカテゴリー分割を行うことが多い。以下の例は『感情教
育』からである。
Ils　causaient　debout，　ou　bien　accroupis　sur　leurs　bagages；d’autres　dormaient　dans
des　coins；plusieurs　mangeaient．　レ
（彼らは立って，また自分の荷物に腰掛けてしゃべっていた。別の人たちは隅で寝ていた。
何人かは食べていた。）
Des　gal6riens　enfoncさrent　leurs　bras　dans　la　couche　des　princesses［＿］　D’autres，　a
爵gures　plus　sinistres，　erraient　silencieusement，　cherchant　a　voler　quelque　chose；mais　la
multitude　6tait　trop　nombreuse．
（徒刑囚は姫君たちのしとねに腕を突っ込んだ［……］もっとも陰険な顔つきの連中は，
何か盗もうとして黙ってうろついていた。けれども群衆の数が多すぎた。）
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
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プルーストは模作の中で，法廷に集まった人々を描写するのにこの手法をそっくり真似ている。
黒人が切って差し出したオレンジに対する反応として，「聖職者」は丁重な礼を言い，上品な老婦
人は娘たちに受け取らないように言う。「他の人々」はそしらぬ顔をし，「何人か」は時計を取り
出す。また模作の後半，人々が夢想にふける部分でも同じ手法が認められる。「ある人々にとって
はPour　les　uns…何人かにとってはAcertains…けれども何人かはMais　quelques・uns…」分
割して描き分けることによって，ある一つの事件や主題が，人々にさまざまな反応を引き起こす
ことを客観的に記述できるのである。
9．自由間接話法
自由間接話法文体style　indirect　libreまたは自由間接話法discours　indirect　libreとは，「作中
人物の言葉や考えを表すのに，間接話法に必要な接続詞（多くque）を必ず略し，多くは導入動
詞（dire，　croire，　penser，　etc．）をも略して独立節の形を与え，間接話法と同じ人称・法・時制を
用いたもの」（朝倉季雄『フランス文法辞典』）である。この概念は最初に言語学者シャルル・バ
イイが提唱し（「フランス語における自由間接話法」1912），ティボーデが『ギュスターヴ・フロ
一べ一ル」で取り上げ，さらにマルグリット・リップスが研究書を出して（『自由間接話法」1926）
以来，文法用語として定着した。
プルーストは「文体論」の中で，「永遠の半過去」がになう重要な役割としてこの用法に言及し
ている。　　　　　　　　ノ
この永遠の半過去は，地の文章に溶け込む形でフローべ一ルが伝えている作中人物の言葉
を部分的に含んでいる（〈国家は株式取引所を支配下に置くはずだ。もっと多くの他の措置も
有効だろう。まず最初に金持ち連中の頭をたたいてならす必要がある。乳母や産婆は国が給
料を出すべきだ。良質の鉄砲があれば一万人の市民で市庁舎を震え上がらせることができる
…＞L’Etat　devait　s’emparer　de　la　Bourse．　Bien　d’autres　mesures　6taient　bonnes　encore．
Il　fallait　d’abord　passer　le　niveau　sur　la　tete　des　richeεL　II　fallait　que　les　nourrices　et　les
accoucheuses　fussent　salari6es　par　1’Etat．　Dix　mille　citoyens，　avec　de　bons　fusils，
pouvaient　faire　trembler　l’H6tel　de　Ville．．．これらはすべて，フローべ一ルがそう思って述
べているということではなくて，フレデリック，ヴァトナ嬢あるいはセネカルがそう言った
のであり，フローベールはかっこをなるべく使わぬよう決意したということである。）したが
って文学においてこれほど斬新なこの半過去は，事物や人間の外観を根底から変えてしまっ
たのだ……1η　　　　　　　曜
ティボーデはプルーストの指摘をさらに敷桁する形でこの問題を論じている。「このような間接
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話法に用いられた半過去は，外部と内部の関係をあらわし，同じ時制を用いることによ6て；外
面と内面，つまり観念の中に浮かぶ現実と事物において展開する現実を，同一平面に置くことに
その力が発揮されるのだ。それは没個性的な小説に1人称の文体と精神を投入し，作中人物の前
で，ほんのわずかではあるが作者と読者を存在させる1つの方法なのである。」ティボーデは，フ
ローベールが自由間接話法の創始者であるとするプルーストの意見を修正して，ラ・フォンテー二
ヌやルソーにも見られることを指摘する。だが同時に，それらはまれな例であって，一般的にな
ったのはやはりフローベール以降であると述べている。
ティボーデは自由間接話法が民衆の言葉，話し言葉を具現する表現法であるという考察も行っ
ている。またフローベールの自由間接話法の問題を，時制の問題とからめて観察している。やや
直観的で非体系的なティボーデの考察を簡単にまとめると，次のようになる。自由間接話法の利
点が論理的一貫性を打破することによって，文章の動きを変え，不調和をもたらすことにより，
かえって「美しい効果」「絵画的な効果」を獲得する，ということ。定過去（単純過去）の中に半
過去を，半過去の中に現在形を導入するのはそのためである。
さて今日ではこの表現法はどのように位置づけられているのだろうか。『グラン・ラルース・フ
ランス語大辞典」は，自由間接話法が実際には間接話法よりも直接話法に近いものであると見な
し，正しくは「外的指標をもつ直接話法」であると定義している。外的指標とはすなわち1人称
のかわりに3人称を，現在の代わりに半過去を使うなど，発話者の言葉・思考を外部から（たと
えば話者から）見た指標によって記述するという意味である。また歴史的には，広い意味では中
世のテクスト（『ロランの歌』など）にも潮る用法であると言う。だが，ラ・フォンテーヌの先駆
的使用のあと一般的になったのは19世紀後半からであるとするティボーデの説は，おおむね今日
まで引き継がれている。
プルーストのフローべ一ル模作にはこの自由間接話法がふんだんに盛り込まれている。次の例
を見てみよう。
Tout　de　suite　les　gestes　de　colere　des　assistants　le　d6sign6rent；pourquoi　n’avait・il　pas
dit　vrai，　fabriqu6　du　diamant，　divulg6　son　invention？
（ただちに傍聴人の怒りの動作が彼を指さした。なぜ本当のことを言わなかったのか。な
ぜダイヤモンドを作ってみせなかったのか。発明を明らかにしなかったのか。）
「なぜ」で始まる後半の文章は，実際には傍聴人の心理の内側を描いているので，直接話法に近
いのだが，複合過去の代わりに大過去を使っているし，ギュメもないので，自由間接話法の形で
ある。この用法が系統的に実践されているのが，人々の夢想内容を描いた模作の後半全体である。
では夢想に関する部分を少し詳しく検討しよう。
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10．夢想のテクスト
プルーストの模作は，徹底してフローべ一ルの文体の特徴を誇張して見せる。客観的な法廷の
描写が続いたあと，人々の反応を心理の内側にまで入り込んで記述するのも，そのような意図の
もとになされている。その移行部分はこうである。「そして多くの者が，詐欺師の正体が暴かれる
前に，あの発見のしらせを聞いて一財産作れそうだと考えて心に描いた甘い夢に再び身を委ね
た。」こうしてプルーストは分割描写法を使いながら，3つの夢想パターンを書き分ける。
第1の夢想は，富裕になることである。
Pour　les　uns，　c’6tait　l’abandon　de　leurs　affaires，　un　h6tel　avenue　du　Bois，　de
1’influence　a　1’Acad6mie；et　meme　un　yacht　qui　les　aurait　men6s　1’6t6　dans　des　pays　froids，
pas　au　P61e　pourtant，　qui　est　curieux，　mais　la　nourriture　y　sent　l’huile，　le　jour　de
vingt・quatre　heures　doit　etre　genant　pour　dormir，　et　puis　comment　se　garer　des　ours
blancs～
（ある者にとっては，それは商売をやめることであり，ブーローニュの森に面した大通り
に屋敷を構え，アカデミーに影響力をもつことだった。そしてさらには，夏には涼しい国々
に旅行するためのヨットを所有することであった。けれども北極はごめんだ，面白そうだが
食べ物は油臭いし，一日中昼間だったら眠るのに不都合だ，それにどうやって白熊から身を
守るのか。）
この文章は長い総合文となっているが，「けれども」pas　au　P61e　pourtantで始まる部分全体が
自由間接話法で書かれている。時制が半過去から突然現在形に変化していることが，この転換を
示している（時制が地の文と一致していないから，より直接話法に近い自由間接話法であると言
える）。北極への旅行にけちをつけているのは語り手ではなくて，「ある者」なのである。ちなみ
にこの文章には模作作者であるプルーストの署名あるいは痕跡が残されている。つまり，不眠症
の心配である。
第2の範疇の人々は，さらに食欲で，大きな利殖を夢見ている。ほとんど全文が自由間接話法
によって書かれている（訳文だけを示す）。　　　　　　　　　一
何人かにとっては，数百万では不足だった。彼ちはすぐさま株式取引所で投機をしたこと
　　　　　　　　　　　　　　　‘fだろう。そして一番の安値で株を買ったその翌日，株がまた値上がりし一友人がそれを教
えてくれたのだ一数時間のうちに資本が百倍になったはずだ。そうすればカーネギーみ
たいに大金持ちになるが，人道主義的ユートピアに金を出すのはやめておこう。（それに何に
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なるというのか。10億フランをすべてのフランス人に分け与えても，ただの1人も金持ちに
はならない，それは計算済みだ。）けれども贅沢は虚栄心の強い連中に任せておいて，自分は
安楽な暮らしと影響力だけを求め，フランス共和国の大統領かコンスタンティノープル駐在
大使になり，寝室は隣近所の騒音を和らげるコルク張りにしよう。ジョッキー・クラブには
入るまい，貴族階級の価値を正しく見定めているのだから。それより法王がくれる称号の方
が魅力的だ。おそらくそれはただでもらえるかもしれない。でもそれなら，せっかくの数百
万が何になるのか。要するに，教会制度を非難しながら，法王への献金を増やすばかりだ。
その法王にしても，500万枚のフラン札で何ができるというのか。あれほど多くの大勢の田舎
司祭が飢え死にしかけているというのに。
フローべ一ルに扮したプルーストはここで半過去時制，3人称，疑問文を駆使して，一捜千金
を夢見る人々の思いを，内的独白の形式で記述している。文体はフローべ一ルを模しているが，
語られている内容はプルーストの時代を舞台にしている。株取引はプルーストのように世紀末の
ブルジョワが多かれ少かれ資産運用のために行っそいたものである。デ・ビアスの株をブルース
トが所有していたことは前にも述べた。プルーストの書簡集には，彼の株式売買を代行していた
リオネル・オゼールに宛てた手紙がたくさん含まれているが，そこには売買の細かい指示が見出
される。寝室をコルク張りにするとか（プルースト自身がこれを実行するのは1910年のことであ
る），ジョッキー・クラブ［貴族中心の閉鎖的な高級社交クラブ］への関心などは，むしろプルー
スト自身の関心に関わりがある。コンスタンティノープル大使は友人アントワーヌ・ド・ビベス
コがつとめていた職でもある。
第3の範疇は，一転して女性への欲望をふくちませる人々である。
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦　　　　　 　　　　　 辱「｝
@　だがある者たちは，富が自分に転げ込んだかもしれないと思うと，今にも気が遠くなりそ
うな心地になった。と言うのも，これまで自分を軽蔑してきた女性の足下にその大金を差し
出したであろうし，そうすれば彼女もついにその接吻の秘密と肉体の優しさを教えてくれた
はずだからである。彼らは，彼女といっしょに田舎に行き，命尽きるまで，大河の寂しいほ
とりに建った総白木造りの家で暮らす自分の姿がありありと見えた。彼らは海燕の鳴き声や，
霧の訪れ，波間に揺れる船の動き，雲の移り変わりを知り，何時間ものあいだ彼女の体を膝
の上に抱いたまま，潮が満ちて，もやい綱がぶつかり合う様をテラスの青い縞の入ったテン
トの下で，柳編みのひじかけ椅子に腰掛けて，手すりの金属球飾りのあいだから眺めたこと
だろう。そしてしまいには，彼らの目には，太陽のない午後のどぎつい光のなかで，はげ落
ちかかり赤みがかった壁沿いに，ふた房の紫色の花が急流に垂れ下がって，水面すれすれに
なっている様子しか浮かばなくなった。　　　・　，　　、
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この欲望は，見知らぬ土地で憧れの女性と水入らずで暮らすという具体的なイメージとなって
結実している。夢想にふける人々の様子は半過去に置かれているが（quelques・uns．．．　se　sentaient
prets　a　d6fai11ir／Ils　voyaient　av㏄elle．．．／Et　ils　f㎞issaient　par　ne　plus　voir　que　deux
grappes＿），夢想の内容は主として条件法過去を用いている（1a　richesse　aurait　pu　venir　a　eux＿／
ils　rauraient　mise　aux　pieds　d’me　femme．．．／qui　leur　aurait　e面n　livr61e　s㏄ret　de　son
baiser＿／11s　auraient　connu　le　cri　du　p6tre1＿）。このくだりは，ただちに「ボヴァリー夫人』の
中（第2部12章）でエンマがロドルフとの駆け落ちを心に決めたときに夜夢想にふける場面を想
起させる。
ギャロップで駆ける4頭の馬に引かれて，彼女は1週間前からもうそこから帰ることのな
い新しい国へと運ばれていた。彼らは腕を絡ませ，言葉もなく，ひたすらに進んでいった。
［……］そしてある晩彼らはとある漁村に着くのだ，そこには崖やあばら屋にそって茶色の
網が風に乾いている。彼らが暮らすために止まるのはこの場所であった。彼らは海辺の，入
江の奥にあって，椰子の木の陰になった，平たい屋根の低い家に住むのだ。そしてゴンドラ
に乗って遊び，ハンモックにゆられるのだ。そして彼らの暮らしは着ている絹の衣装のよう
にやさしくのびのびとしており，眺める快い夜のようにあたたかく，星で一杯であろう。
@　　　　　　　　　ヘノ
このエンマの夢想が，プルーストの模作の主要なモデルとなったことは間違いないだろう。フロ
一べ一ルは新しい国と「壮麗な都市」を描いた夢想の前半部で動詞に半過去を用いている（Au
galop　de　quatre　chevaux，　elle伽露θ吻o伽depuis　huit　jours　vers　m　pays　nouveau＿／11s
α1砺6π’，ilsσ1砺8蝋1es　bras　enlac6s，　sans　parler．）が，それはエンマの夢においては現実と夢
想が渾然一体となっているからである。
ティボーデも指摘しているように，このエンマの夢は，先行するシャルルの夢と見事な対照を
なしている。シャルルの夢想は，一人娘ベルトの将来をあれこれ思い描くものだが，エンマのロ
マンチックな夢とは対照的に，散文的かつ現実的で，金の心配が影を落としている。シャルルに
関わる部分が半過去で書かれている（Il　laθρ卿’d6ja　revenant　de　1’6cole　a　la　tomb6e　du　jour＿／
11ρ6πsα露alouer　une　petite　ferme．．．／iDo％砺’que　Berthe　fat　bien　61ev6e．．．／Il　se　laノ勧艇’
travaillande　soir　aupr6s　d’eux＿）のに対し，夢想内容が条件法（過去における未来）で書かれ
ている（i1／aπ4π漉1a　mettre　［Berthe］　en　pension，　cela　60〃彪忽’beaucoup．．．／11　en
　　　　　　　　　　　　　　　1Loηo翅舵艇’1e　revenu．．．／Ah！qu’elle　s6癬’jolie，　plus　tard，　a　quinze　ans．．．）ので，現実と夢想
とがはっきりと分割されているのだ。
エンマの夢において馬車の旅行が半過去で書かれることによって，夢想がいわば現働化され，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ｻ実の時間に組み込まれる。だがその逃避先の漁村での暮らし，時間が停止した絶対的ゴニートピ
アとも言える場所に関わる部分は条件法を主体としており（C’est　la　qu’ils　s加猶伽η伽’pour
vivre＿／ils加δ舵π鹿η’une　maison　basse＿／11s　sθ餌o初伽8鰯θ”’en　gondole，　ils　s8
加Z伽06π鹿〃’en　hamac．／leur　existence　s6艇’facile　et　large＿），現実を越えた世界であること
が示される。
自由間接話法を用いた疑問文は，フローべ一ルの文章に頻繁に登場する。結婚後まもなくエン
マが夫に失望したとき，こんな文章が現れる。「男というものは，すべてを知っており，いろいろ
なことに秀で，情熱の力，人生の洗練，あらゆる神秘に導いてくれるべきではないか。」Un　homme
［．．．］ne　devait－il　pas　tout　connaitre，　exceller　en　des　activit6s　multiples，　vous　initier　aux
6nergies　de　la　passion，　aux　ramnements　de　la　vie，　a　tous　les　mystこres？（第1部7章）こう考
えているのは作者や話者ではなく，明らかに主人公のエンマである。エンマが修道院の同窓生た
ちの運命について考えているとき，地の文に混じって「あの子たちはどうしているだろう」Que
faisaient・elles　maintenant～という疑問文が出てくるが，これも話者ではなくエンマの疑念を示し
ている。　　　　　　　　　’
ヴォービエサール城の舞踏会から帰ったエンマは，垣間見た貴族の暮らしと現実の自分の暮ら
しを比べて溜め息をつく。「では誰が，一昨日の朝と今晩とをこれほどの距離で経だてているの
か。」Qui　donc　6cartait，　a　tant　de　distance，1e　matin　d’avant・hier　et　le　soir　d’aujourd’hui？（第
1部8章）舞踏会の帰り道に拾った葉巻入れを取り出して眺め，あれやこれやと夢想する場面。
「これは誰の持ち物なのか。……子爵のものだ。おそらく恋人からの贈り物だろう。」　Aqui
appartenait・i1～＿Au　Vicomte．　C’6tait　peut・etre　un　cadeau　de　sa　maitresse．（第1部9章）。ロ
ドルフと初めて肉体関係を結んだ晩，「そのうえエンマは復讐の満足感を覚えていた。だってずい
ぶん苦しんだではないか。」　D’ailleur亀Emma　6prouvait　une　satisfaction　de　vengeance．
11．夢想の形成一草稿から決定稿へ滑
どのようにしてプルーストはこの模作を形作っていったのか。夢想の部分だけにしぼって3つ
の草稿と決定稿を比較してみよう。上で見た夢想の3分割は，短い第1草稿の段階ですでに現れ
ていた。削除部分を無視して第1草稿の夢想を試訳すると次のようになる。
もしルモワーヌが本当のことを言ったのなら，皆自分が金持ちだと思っていた。ある者は
レジオン・ドヌール勲章や，アカデミーでの影響力，シャンゼリゼの隣にある賃貸家屋，ジ
ヤワまで運んでくれるかもしれないヨットを持つことだろう。他の入々にとっては，数百万
フランでは不足だった，彼らは株式相場を張り；億万長者になり，共和国大統領，辣腕の実
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業家（？），法王のプリンス（？）［枢機卿，司教などをさす］になっていたかもしれない。
おそちく一どうしてだめなことがあろうか一王様に選ばれていたかもしれないのだ。そ
して他の人はただ，金属球をあしらった庭の前，田舎の白木の部屋で愛撫を知ることができ
たかもしれない女のことばかり考えていた。彼らは気も遠くなりそうだった。
プルーストは非常にコンパクトな形で，3種類の欲望についてただの一文でまとめている。北極
旅行の話はなく，かわりにジャワの名前が見える（当然北極のほうが意外性があるので，後にユ
一モアをこめて変更することになる）。自家用ヨットと言えば典型的な贅沢であり，プルーストが
アルフレッド・アゴスチネリにプレゼントしようとしたことが思い出される。
第2草稿になると，第1草稿をふくらませる形で急激に長くなり，最終稿にほとんど近いもの
になる。北極旅行と白熊の話も出てくる。ただヨットに関して，決定稿にはない次のような文章
が見られる。「冬にはそれ［ヨット］を大富豪のアメリカ人，あるいはむしろ上流の老婦人に貸せ
ば，金銭への無頓着のためか，生活感覚のなさ，あるいは見栄のために10倍もの値段を払ってく
れるだろう。そうすれば元を取れるし，いやそれ以上もうかるかもしれない。もうけが出れば，
それでく科学の友の会〉の船に乗り込むこともできただろう。〈科学の友の会〉のクルージングも
また便利だ，食事はまずまずだし，船室の値段は安いし，何もしなくてもあらかじめ旅行が計画
的に組織され，高等師範の学生が一パンフレットにそううたっている一話をしてくれるし，
すべてが遭難で終わるかもしれない。」何とも虫のいい夢想である。だが冗談めかしているとは言
え，「すべてが遭難で終わる」という落ちはあまりに唐突で，理解しにくいからであろうか，決定
稿ではこの一節すべてが削除されてしまう。
第2の範疇に関しては，さほど決定稿との差異はない。ただ，「どんな安楽も自分には禁じるこ
とをせず，午前11時まで眠り，1月に苺を食べるだろう」という異文が目に止まる程度である。
第3の範疇の人々に関する部分は，少し決定稿と違う。それを訳出してみよう。
けれども富が自分のところに転げ込んだかもしれないと思うと気が遠くなりそうだった。
と言うのは，これまで彼らを軽蔑してきた女性の足下にそれを差し出して，彼女を田舎に永
久に連れていって，総白木造りの家で，とうとう彼女の接吻の味と肉体の秘密を知ることが
できたかもしれないからだ。そこの庭は大河の上，外部の水を見下ろすテラスになっており，
間隔を置いてジェラニウムの鉢が置かれ，手すりには大きな金属球が付いていて，そこに顔
を映すことができるのだった。　　　　　　　　　　　　　　’
ここにはまだ川面に垂れた花のイメージは現れていないが，テラスからジェラニウムの鉢へそ
して飾りの金属球へと視線が移っていき，最後に「顔を映す」という微視的なイメージになって
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いるところが，非常にフローべ一ル的である（シャルルの帽子，結婚式の菓子）。
短い第3草稿は，夢想第3の範疇について敷術したものであるが，何度も書き直している。そ
れを斜線で区切って示すと次のようになる。
@　　　　　　　　　　醐　■
@　　彼らは海燕の鳴き声，棋皮詰めの仕事，潮の到来，もやい綱のぶつかり合う音を耳にする
だろう，そして南風に先立つ静寂，嵐のあとの静寂，秋を告げ，家具を取り去った家の中で
のようにすべての音が近く聞こえるまた別の静寂を区別することができるだろう。／彼らは
海燕の鳴き声，波の跳ねる音，もやい綱のぶつかり合う音を知ることだろう。／一房の紫色
の花が，雲の多い午後の薄明かりの中で，はげ落ちていく赤みがかった壁に沿って，川面の
方に垂れて，ほとんどすれすれに咲いていた。／彼らは海燕の鳴き声を知るだろう。／彼ち
は目の前に，雲の多い午後のどぎつい光の中で，はげ落ちていく赤みがかった壁に沿って一
房の花が咲いているのを眺めていた。／冬には彼らは海燕の鳴き声，夜明けの色合い，霧の
訪れを知ることだろう。
何度も繰り返して言葉を選んでいる作家の姿が目に浮かぶような草稿である。これらをまとめ直
して第2草稿と合体させることによって，決定稿が誕生したのである。「家具を取り去った家」と
いう比喩は結婚式のあとのルオー氏の心情描写のところで見たものである。また「波の跳ねる音」
clapotis　de　Ia　houleは『感情教育』の中でフレデリックがロザネットと泊まったフォンテーヌ
ブローのホテルの噴水の音を思わせる。川面に垂れかかる花のイメージは，ジャン・ミイらも指
摘するように，フローべ一ル的であると同時に，きわめてプルースト的なものでもある18》。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f、ψ
P2．その他の文体的特微　　　　　　．　　　　　　　ワ
ティボーデは，「付加形容詞がなく不定冠詞だけを伴ったある種の抽象名詞をはじめて使用した
のはフローべ一ルだと思われる」と述べて，次の2つの例をあげている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ
Pげalune　se　levait，％π4釦ゑsθ〃26π’descendait　dans　son　c（£ur．
（月は昇り，彼の心にはやすらぎがしみわたった。）『エロディアス」
La　Seine　jaunatre，　touchait　presque　au　tablier　des　ponts．乙ら¢6ノ勿たぬθ％γs’exhalait．
（セーヌ河は黄色くなって，ほとんど橋の板張りにふれかかっていた。涼しさがわき起こっ
てきた。）『感情教育」
ティボーデはこうした表現が俗語に起源を持つと推測したうえで，これらを「好ましくない形で
ある」と断罪している。プルーストは模作の中で1か所この表現を使っている。
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En　1’6coutant，　Nathalie　ressentait　ce　trouble　o血conduit　l’610quence；観640％06％γ
1’envahit［＿］
（彼に耳を傾けながらナタリーは雄弁が導いていくあの混乱した気持ちを覚えていた。優
しい気持ちが彼女をとらえた［……］）
他に，空白の使用法（プルースト），ある種の複数形の用法（ティポーデ），関係代名詞（qui，　que
をさけて1eque1，　laquelleを用いる）（同），動詞etre，　avoirの特異な用法（プルースト，ティボ
一デ），tandis　queの用法（同），ポンクチュエーション（ティボーデ）などが，フローべ一ルの
文体を特徴付けるものとしてあるが，とくに模作に反映されているようには見えないので，ここ
では特に論じない。それからこれは文法的な特徴ではないが，作家に特有のモチーフというもの
がある。模作に登場する「黒人」「おうむ」は『純な心」を思わせるし，「気が遠くなる」d6faillir
という2度使われている動詞は，フローベール好みである（「純な心』でフェリシテが教会で見せ
る動作）。それからいかにもフローべ一ルなら描きそうな細部の描写（埃，蜘蛛の巣，鼠の穴一
これは『聖ジュリアン伝」の鼠を殺す挿話を思わせる〉も見逃すことはできない。また一方，法
廷の様子が「ジャン・サントゥイユ』のゾラ裁判の描写を思わせたり，不眠症，ヨットというよ
うに，プルースト自身の体験や関心を反映した部分もあることを忘れてはならない。
@　　　　　　　　　　　　）
むすび
パスティーシュにはたしかに遊びの要素がある。文学と言語遊戯が切り離せないものである以
上，他人の文体を模倣する行為が作家みずから楽しみ，また読者を楽しませることをもくろんで
いることは自然なことである。けれども，多くのパスティーシュ作者と同様に，プルーストにお
いては模倣行為が新しい批評の形式となっているのである。本論では主としてフローベールの模
作における文法特徴を検討してみたが，これには理由がある。つまり，プルースト自身がフロー
べ一ルの文体についてまとまった文章を書いており，またその論考に触発されたティボーデが長
い論考を書いているからである。サント＝プーヴやシャトープリアンなど，こうした周辺テクス
トのない模作に関しては，新たに方法論を構築しなければならないところである。これはプルー
ストのパスティーシュ研究の今後の課題となるであろう。
（京都大学文学部教授）
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